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牛臥山公園

会員数　合計　1,123人（R2.6末現在）
　　　　　　　男 776人　女 347人

牛臥山公園は、千本松原から狩野川河口を経て
御用邸記念公園へ続く「潮の音プロムナード」に
位置付けられた牛臥山のふもとにある風致公園。

2008 年にオープンした約 2 万平方メートルの
園内の遊歩道と芝生広場は憩いの場として親しま
れ、見晴らしデッキからは、島郷から淡島、大瀬
崎までの奥駿河湾と鷲頭山、達磨山などの景観を
一望できる。

いきいき
シルバー沼津

令和２年７月15日

（公社）沼津市シルバー人材センター
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６
月
26
日
（
金
）
沼
津
市
千
本
プ
ラ

ザ
音
楽
ホ
ー
ル
を
会
場
に
第
70
回
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
出
席
者
を
役
員
、
地

区
委
員
に
限
定
し
、
そ
の
他
の
会
員
に

つ
い
て
は
議
決
権
行
使
書
に
よ
る
書
面

表
決
と
し
た
。　
　

　

出
席
し
た
会
員
数　
　

３
７
人

　

議
決
権
行
使
者
数　

８
９
７
人

　

総
会
は
午
前
10
時
に
開
会
、
勝
又
武

利
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
議
案
の
審
議

を
行
っ
た
。

　

総
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

①
令
和
元
年
度
決
算
報
告

　
（
令
和
元
年
度
事
業
報
告
）

②
役
員
の
選
任

の
２
件
は
、
事
務
局
か
ら
の
説
明
お
よ

び
監
事
の
監
査
報
告
な
ど
に
よ
り
、
原

案
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
次
の
方
々

が
退
任
さ
れ
た
。

　

勝
又　

武
利
様
（
常
盤
町
）

　

岩
崎
さ
か
ゑ
様
（
大
平
）

　

宇
津
木
宏
臣
様
（
下
香
貫
藤
井
原
）

　

古
原
美
枝
子
様
（
今
沢
）

　

増
田　

一
幸
様
（
高
島
本
町
）

　

岩
﨑　
　

豊
様
（
大
平
）

　

国
は
、
企
業
の

雇
用
確
保
措
置
の

延
伸
を
提
唱
す
る

な
ど
高
齢
者
が
生

涯
現
役
で
活
躍
で

き
る
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
市
民
生
活
や
社

会
活
動
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
当
セ

ン
タ
ー
も
受
注
減
少
や
契
約
打
ち
切

り
、
休
業
要
請
等
に
よ
る
事
業
実
績
の

低
下
を
危
惧
す
る
事
態
に
直
面
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、

引
き
続
き
会
員
の
確
保
、
就
業
先
の
開

拓
等
に
取
組
み
、
高
齢
者
の
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
地
域
社

会
へ
の
貢
献
の
た
め
の
活
動
を
拡
充
し

て
い
く
の
で
協
力
を
お
願
い
す
る
。

［
総
会
の
議
事
が
終
了
後
、
新
役
員
に

よ
る
理
事
会
が
開
催
さ
れ
正
副
理
事

長
、
常
務
理
事
が
選
出
さ
れ
た
。］

　

令
和
元
年
度
は
、
会
員
の
増
強
の
た

め
、
行
政
や
事
業
所
へ
の
働
き
か
け
や

訪
問
開
拓
を
行
う
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ

の
全
戸
配
布
や
街
頭
宣
伝
、「
会
員
ひ

と
り
一
会
員
獲
得
運
動
」を
展
開
し
た
。

　

受
託
件
数
は
、
３
３
３
４
件
で
前
年

度
比
２
・
４
％
の
減
と
な
っ
た
。

　

会
員
数
は
、
１
１
７
４
人
で
前
年

度
か
ら
３
人
の
減
、
こ
の
う
ち
就

業
会
員
は
８
５
５
人
で
就
業
率
は

72
・
８
％
、
就
業
延
日
人
員
は
、
前

年
度
よ
り
３
４
４
０
日
人
減
少
し
て

９
万
６
０
０
９
日
人
と
な
っ
た
。

　

請
負
、
委
任
契
約
の
契
約
金
額
は
、

４
億
６
４
７
５
万
円
で
１
０
０
２
万
円

減
少
し
た
。
こ
の
う
ち
、
公
共
事
業
は

１
億
２
１
１
万
円
で
０
・
４
％
増
加
し

た
が
、
民
間
事
業
は
３
億
６
２
６
４
万

円
で
２
・
８
％
減
少
し
た
。　

　

県
シ
連
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
実

施
す
る
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
沼
津

市
事
務
所
の
事
業
実
績
は
、
契
約

金
額
５
１
４
２
万
円
で
、
５
４
９
万

円
、
12
・
０
％
増
加
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
セ
ン
タ
ー
の
全
体
事
業
規
模
は

５
億
１
６
１
７
万
円
と
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
事
業
の
概
要

令
和
元
年
度
決
算
か
ら

理　
事　
長　
挨　
拶

第
21
期
役
員
名
簿 

○
印
は
新
任
役
員

第 70 回 定 時 総 会

役
職
名

氏
　
名

住
　
所

理
事
長
　
廣
瀨
　
勝
繁

松
長

副
理
事
長
　
杉
山
　
恵
一

清
水
町

常
務
理
事
○
大
木
　
　
保

今
沢

理 

事
　
大
川
　
雅
夫

沼
北
町

理 

事
　
尾
山
　
茂
樹

新
沢
田
町

理 

事
　
川
口
　
博
國

東
間
門

理 

事
　
河
原
　
偉
男

松
長

理 

事
○
小
石
川
文
子

大
塚

理 

事
○
小
林
美
智
子

植
田

理 

事
　
下
山
　
憲
一

商
工
会
議
所

理 

事
　
鈴
木
　
孝
志

鳥
谷

理 

事
○
鈴
木
　
芳
信

原

理 

事
　
芹
沢
　
孝
友

西
沢
田

理 

事
　
田
丸
　
徹
雄

戸
田

理 

事
　
栂
根
や
す
代

大
岡

理 

事
○
野
田
　
光
雄

大
平

理 

事
○
森
　
　
　
弘

今
沢

理 

事
　
石
原
　
健
男

南
本
郷
町

理 

事
○
仁
王
　
一
成

白
銀
町第 21 期 新任役員

2令和２年７月 15日いきいきシルバー沼津第 90号



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
公
表

し
ま
し
た
。主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

■
１
人
ひ
と
り
の
感
染
防
止
対
策

□
身
体
的
距
離
の
確
保

·
人
と
の
間
隔
は
で
き
る
だ
け
２
ｍ

（
最
低
１
ｍ
）
空
け
る
。

·
遊
び
に
行
く
な
ら
屋
内
よ
り
屋
外
を
。

·
会
話
は
、
可
能
な
限
り
真
正
面
を
避

け
る
。

□
マ
ス
ク
の
着
用

·
外
出
時
、
屋
内
で
も
会
話
の
時
は
症

状
が
な
く
て
も
マ
ス
ク
を
着
用
。

·
マ
ス
ク
は
取
扱
方
法
を
読
み
、
正
し
く

着
け
る
。
使
い
捨
て
は
１
日
１
枚
。

□
手
洗
い

·
帰
宅
後
は
ま
ず
手
や
顔
を
洗
う
。
直

ぐ
に
着
替
え
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
。

·
手
洗
い
は
30
秒
程
度
か
け
て
水
と
石

け
ん
で
て
い
ね
い
に
洗
う
。

·
手
指
消
毒
薬
の
使
用
も
可
。

□
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
よ
う
な
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
人
と
会
う
際
は
、

体
調
管
理
を
よ
り
厳
重
に
す
る
。

□
感
染
が
流
行
し
て
い
る
地
域
へ
の
移

動
や
旅
行
は
控
え
る
。

□
地
域
の
感
染
状
況
に
注
意
す
る
。

□
発
症
の
と
き
の
た
め
、
誰
と
ど
こ
で

会
っ
た
か
を
メ
モ
に
す
る
。

■
日
常
生
活
上
の
基
本
的
生
活
様
式

□
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
で
口
と
鼻

を
覆
う
。
な
け
れ
ば
上
着
の
内
側
や

袖
で
口
と
鼻
を
覆
う
。

□
こ
ま
め
に
換
気

□
３
密（
密
集
、密
接
、密
閉
）の
回
避

□
毎
朝
の
検
温
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
。

　

発
熱
、
風
邪
の
症
状
時
は
ム
リ
せ
ず

自
宅
で
療
養
す
る
。

□
買
い
物

·
１
人
又
は
少
人
数
で
す
い
て
い
る
時

間
に
。

·
計
画
的
に
短
時
間
に
済
ま
す
。

·
レ
ジ
で
は
前
後
に
ス
ペ
ー
ス
を
。

□
食
事

·
大
皿
は
避
け
て
、
料
理
は
個
々
に
。

·
持
ち
帰
り
や
出
前
も
利
用
。

□
娯
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
屋
外　

·
狭
い
部
屋
で
の
長
居
は
し
な
い
。

·
公
園
は
す
い
た
時
間
、
場
所
に
。

·
す
れ
違
う
と
き
は
距
離
を
と
る
。

□
冠
婚
葬
祭
、
親
族
行
事

·
多
人
数
で
の
会
食
は
避
け
る
。

·
発
熱
、風
邪
症
状
時
は
参
加
し
な
い
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

無
症
状
や
軽
症
の
人
で
も
、
他
の
人

に
感
染
を
広
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
ら
を
感
染
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、

周
囲
に
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
よ
う
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
実
行
す

る
こ
と
が
、
大
事
な
家
族
や
友
人
、

隣
人
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

月1人当たりの配分金と就業日数
（平成29年度～令和元年度）

契約金額の推移 （平成29年度～令和元年度）

507,858 474,775 464,751

29年度 30年度 元年度

請負・委任（千円）

16,270

45,932
51,421

29年度 30年度 元年度

派遣（千円）

40,467 39,019 40,717

9.5 9.0 9.4

29年度 30年度 元年度

配分金（円） 就業日数（日）
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元
年
度
の
事
故
は
、
前
年
度
と
同
数

の
13
件
発
生
。
セ
ン
タ
ー
事
業
は
安
全

で
楽
し
く
働
く
こ
と
が
基
本
。
事
故
防

止
の
意
識
を
高
め
行
動
で
示
す
。

傷
害
事
故　
前
年
度
比
２
倍
増
の
６
件

発
生
。
転
倒
は
２
件
と
も
ス
ー
パ
ー
業

務
中
。転
落
２
件
は
脚
立
か
ら
の
転
落
。

　

慣
れ
た
職
場
や
作
業
で
も
油
断
は
禁

物
。忙
し
い
時
に
も
慎
重
に
行
動
す
る
。

　

道
具
の
適
正
な
使
用
と
安
全
確
認
を

面
倒
が
ら
ず
に
必
ず
実
行
す
る
。

損
害
賠
償
事
故　
前
年
度
（
10
件
）
か

ら
３
件
減
の
７
件
発
生
。
う
ち
５
件
が

草
刈
中
の
飛
び
石
事
故
。
事
前
の
安
全

対
策
と
慎
重
な
行
動
は
作
業
者
の
責
務
。

　

事
故
は
セ
ン
タ
ー
の
信
頼
と
発
注
先

を
失
う
背
信
行
為
で
あ
る
。
当
事
者
の

猛
省
を
促
し
た
い
。

入
選
作
決
ま
る

　

安
全
意
識
の
向
上
と
普
及
を
は
か

り
、
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

安
全
向
上
標
語
を
募
集
。
22
名
か
ら
44

点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
た
。
役
員
及
び

安
全
管
理
委
員
に
よ
る
慎
重
な
選
考
の

結
果
、
次
の
作
品
が
入
選
し
た
。

最
優
秀
作

　
「
作
業
基
準　

み
ん
な
で
守
っ
て　

　
　
　
　
　
　
　
　

事
故
ゼ
ロ
へ
！
」

　
　
　
　

伊
藤　

京
子
さ
ん（
第
三
東
）

優
秀
作

　
「
読
み
返
す　

安
全
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
箇
条
」

　
　
　
　

杉
本　

武
司
さ
ん
（
大
平
）

佳
作

　
「
無
理
し
な
い　

安
全
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
優
先
」

　
　
　
　

大
川　

育
男
さ
ん
（
開
北
）

入選者の皆さん（前列）
左から大川、杉本、伊藤さん

７
月
は
安
全
就
業
強
化
月
間

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
行
動

第
14
回
安
全
向
上
標
語

□ 傷害事故 （6件）
原 因 月 日 会 員 事故発生の状況

転倒
4/1 男81歳 屋外清掃中に段差につまづき転倒、顔面を強打

12/29 女70歳 屋内作業中に足を乗せた台車が動き転倒、腰骨を圧迫骨折

転落
11/1 男80歳 剪定中、脚立から転落、肩の腱を損傷
1/14 男75歳 剪定中、脚立から転落し、腰部と臀部を打撲

虫刺され 4/9 女71歳 草取り中にあしなが蜂に左大腿部を刺された
交通事故 10/23 男71歳 就業途上に、対向車と接触、胸骨を骨折
□ 損害賠償事故 （7件）

作 業 月 日 会 員 事故発生の状況

草刈

5/4 男75歳 草刈機により小石が飛び、駐車中の車の窓ガラスを破損
6/18 男79歳 草刈機の刃が駐車中の車のバンパーに接触し損傷
7/19 男70歳 草刈機により小石が飛び、店舗の窓ガラスを破損

10/17 男77歳 草刈機により雑草内の水道管を切断
11/6 男75歳 草刈機により小石が飛び、駐車中の車の窓ガラスを破損

清掃 8/7 男69歳 清掃作業中、デッキブラシの先端が外れ落下、駐車中の車の
ボンネットを破損

剪定 10/26 男68歳 剪定作業中、脚立を移動した際に、脚立の足が給湯器の配
水管に当たり破損

令和元年度事故発生状況

○安全管理委員会の意見
◆傷害事故が増えたのは残念。つまづき、転倒は高齢者の表われ。慎重な行動を。
◆草刈事故が無ければ事故は激減。草刈機は危険な道具と認識すること。
◆作業マニュアル通りに作業していれば、事故は起きない。
◆損害賠償事故は、ペナルティ、自己負担を検討すべき。

事故発生状況（H27〜R1）
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令
和
２
年
度
第
１
回
理
事
会

　

令
和
２
年
５
月
25
日
（
月
）

議　

事

○
定
時
総
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
事
業
報
告

○
令
和
元
年
度
決
算
報
告
（
案
）

○
役
員
の
選
任

報
告
事
項

·
正
会
員
の
入
会

　

男
29
人　

女
15
人　

計
44
人

·
会
員
研
修
委
員
会
等
活
動
報
告

·
事
業
実
施
状
況
他

·
地
区
役
員
の
異
動

令
和
２
年
度
第
２
回
理
事
会

　

令
和
２
年
６
月
26
日
（
金
）

議　

事

○
正
副
理
事
長
他
の
互
選

地
区
委
員
会
議
（
６
／
８
）

○
定
時
総
会
の
運
営

総
務
部
会
（
６
／
19
）

○
令
和
元
年
度
事
業
報
告

○
令
和
２
年
度
事
業
計
画

·
日
帰
り
バ
ス
旅
行
の
検
討

·
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
の
検
討

事
業
部
会
（
６
／
19
）

○
令
和
元
年
度
事
業
報
告

○
令
和
２
年
度
事
業
計
画

公
平
適
正
就
業
推
進
委
員
会（
６
／
４
）

○
令
和
元
年
度
事
業
報
告

○
令
和
２
年
度
事
業
計
画

○
「
特
定
の
業
務
」
の
確
認

○
適
正
就
業
の
推
進

安
全
管
理
委
員
会
（
６
／
10
）

○
安
全
向
上
標
語
の
審
査

○
令
和
元
年
度
事
故
分
析
結
果

○
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
活
動

◇
上
下
水
道
施
設
緑
地
管
理
班

　

令
和
２
年
４
月
17
日
（
金
）

　　

　

５
月
24
日
、
西
椎
路
の
遊
休
農
地
に
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
約
５
０
０
本
を
植
え

付
け
た
。
秋
の
収
穫
ま
で
の
育
成
管
理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

申
込
み
は
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ

［
家
事
援
助
講
習
会
］

◇
暮
ら
し
の
片
付
け
セ
ミ
ナ
ー
（
10
／
20
）

　

講
師　

西
川
明
美
氏
（
暮
ら
し
工
房

　
　
　
　
ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｅ
ｃ
ｏ
代
表
）

　

内
容　

ご
み
減
量
で
地
球
に
優
し
く

　

定
員　

12
名

◇
健
康
講
習
会
（
10
／
23
）

　

講
師　

武
井
章
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　

国
際
保
健
技
療
学
会
理
事
）

　

内
容　

食
事
と
健
康
の
役
立
つ
話

　

定
員　

10
名

◇
体
操
講
習
会
（
11
／
13
）

　

講
師　

小
泉
敏
枝
氏
（
ウ
エ
ル
ス
マ

　
　
　
　

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
で
腰
痛
予
防

　

定
員　

10
名

［
技
能
講
習
会
］

◇
表
具
サ
ー
ビ
ス
（
10
／
15
・
16
）

　

講
師　

表
具
店
主

　

内
容　

障
子
、
ふ
す
ま
の
張
替
え

◇
そ
ば
打
ち
講
座
（
10
月
（
６
日
間
））

　

講
師　

伊
豆
二
八
会
代
表

　

内
容　

水
回
し
、
練
り
、
切
り
実
習

◇
草
刈
機
取
扱
い
講
習
（
12
月
初
旬
）

　

講
師　

農
業
機
械
整
備
技
能
士

　

内
容　

法
令
、
安
全
対
策
、
草
刈
実

　
　
　
　

習
（
受
講
後
、修
了
証
交
付
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
り
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
広
報
ぬ
ま
づ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「今年も安全第一。無事故記録更新中」

理　
事　
会　
活　
動

野
菜
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

講
習
会
予
定（
10
月
～
12
月
）

職
群
班
活
動（
会
議・懇
談
会
）

部
会
等
活
動（
４
月
～
６
月
）
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（
第
一
）

上
山
崎　

静
枝

３
年
ほ
ど
前
に
、
沼
津
に
転
居
し
て

き
ま
し
た
。
沼
津
の
第
一
印
象
は
、
気

候
が
穏
や
か
で
日
差
し
が
明
る
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
冬
の
風
が
強
い
の
に

は
驚
き
ま
し
た
が
。

富
士
山
が
素
敵
で
す
。
仕
事
先
に
向

か
う
途
中
で
自
転
車
を
停
め
て
、
富
士

山
を
眺
め
て
い
る
と
癒
さ
れ
ま
す
。

食
べ
物
が
お
い
し
い
。
中
で
も
箱
根

野
菜
は
み
ず
み
ず
し
く
味
も
濃
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
な
じ
み
の
な
か
っ
た
野
菜

で
サ
ラ
ダ
や
煮
物
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も

増
え
、
新
し
い
味
に
出
会
え
ま
し
た
。

沼
津
の
人
は
、
真
面
目
で
温
厚
。
ご

み
出
し
や
信
号
待
ち
な
ど
お
行
儀
が
い

い
と
感
じ
ま
す
。

沼
津
は
旧
東
海
道
の
宿
場
町
だ
っ
た

と
か
。
宿
場
町
の
人
は
旅
人
を
迎
え
る

社
交
的
な
一
方
で
、
用
心
深
い
面
も
あ

る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
土
地
柄
も
影
響
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

初
対
面
の
と
き
は
と
っ
つ
き
に
く
く

無
愛
想
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
親
し
く
な
る
と
親
切
で
深
い
お
付

き
合
い
が
で
き
ま
す
。

入
会
し
て
間
も
な
く
、
ス
ー
パ
ー
の

カ
ゴ
の
整
理
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
、
現

在
も
続
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
事
務
系
の
仕
事
が
多

か
っ
た
の
で
、
初
め
は
疲
れ
ま
し
た
が
、

今
で
は
慣
れ
て
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
特
売
デ
ー
な
ど
忙
し
い
と
き
で

も
、「
笑
顔
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

は
忘
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
、
春
か
ら
店
内
の
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
が
始
ま
り
ま
し
た
。
社
員
さ
ん
と
カ

ゴ
や
カ
ー
ト
を
消
毒
し
て
い
る
と
、
お

客
さ
ま
か
ら
「
ご
苦
労
さ
ま
。
お
か
げ

で
安
心
し
て
買
い
物
が
で
き
ま
す
。」

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

大
好
き
な
コ
ー
ヒ
ー
店
が
昨
年
、
沼

津
に
２
店
も
オ
ー
プ
ン
。
楽
し
み
が
増

え
ま
し
た
。

仕
事
と
オ
フ
を
私
な
り
に
切
替
え
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
沼
津
ラ
イ
フ
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
金
岡
北
）

内
藤　

俊
雄

か
つ
て
伝
書
鳩
と
し
て
通
信
文
や
軽

量
の
物
資
の
運
搬
に
利
用
さ
れ
た
鳩
が

い
ま
し
た
。

東
京
で
の
中
学
生
の
頃
、
近
所
に
あ

っ
た
洗
濯
工
場
の
食
堂
の
方
が
伝
書
鳩

を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
鳩
舎
を
見
に
行

く
う
ち
に
、
親
し
く
な
り
ヒ
ナ
を
譲
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鳩
も
増
え
、
飼
育
の
楽
し

み
に
加
え
て
、
鳩
レ
ー
ス
の
楽
し
み
を

知
り
た
く
て
日
本
鳩
レ
ー
ス
協
会
に
入

会
し
ま
し
た
。

鳩
レ
ー
ス
は
、
鳩
が
自
分
の
巣
に
帰

ろ
う
と
す
る
特
性
を
利
用
し
た
レ
ー
ス

で
す
。
レ
ー
ス
鳩
は
、
神
社
や
公
園
に

い
る
土
鳩
に
比
べ
て
骨
格
も
太
く
、
羽

ば
た
き
も
強
く
て
大
き
く
、
帰
巣
能
力

と
飛
翔
能
力
が
高
い
の
が
特
長
で
す
。

レ
ー
ス
は
、
脚
輪
を
付
け
た
鳩
を
同

じ
場
所
か
ら
一
斉
に
放
ち
、
鳩
舎
ま
で

の
距
離
と
帰
る
ま
で
の
時
間
か
ら
、
速

度
を
計
算
し
順
位
を
決
め
ま
す
。

帰
還
ま
で
の
所
要
時
間
は
特
殊
な
時

計
で
計
り
ま
す
が
、
最
近
は
脚
輪
に
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
を
内
蔵
し
て
自
動
的
に
帰
還

時
刻
を
記
録
す
る
電
子
入
舎
シ
ス
テ
ム

も
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

鳩
の
優
劣
を
左
右
す
る
の
は
血
統
で

す
。
優
勝
歴
の
あ
る
鳩
の
子
孫
は
優
秀

で
す
。
も
ち
ろ
ん
訓
練
も
大
切
で
す
。

　

ヒ
ナ
鳩
は
、
生
後
45
日
位
か
ら
鳩
舎

か
ら
出
し
て
周
り
の
景
色
を
覚
え
さ
せ

ま
す
。
70
日
位
か
ら
短
距
離
（
30
～
50

㎞
）
を
飛
ば
し
て
訓
練
を
始
め
ま
す
。

そ
の
後
は
、
中
距
離
（
１
０
０
㎞
ま

で
）
の
訓
練
を
繰
り
返
し
ま
す
。

レ
ー
ス
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と
麻
の

実
、
大
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
エ

サ
の
配
合
を
工
夫
し
な
が
ら
、
調
子
を

上
げ
て
い
き
ま
す
。

レ
ー
ス
で
は
、
２
０
０
～
１
０
０
０

㎞
位
を
平
均
時
速
約
70
㎞
で
飛
び
ま

す
。
向
か
い
風
の
時
は
追
い
風
に
比
べ

て
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
ま
す
。

東
京
か
ら
北
は
北
海
道
の
稚
内
ま
で

１
１
０
０
㎞
、
西
は
韓
国
済
州
島
１
２

３
５
㎞
な
ど
多
く
の
レ
ー
ス
に
参
加

し
、
勝
利
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

レ
ー
ス
の
途
中
で
迷
子
に
な
っ
た
り

ハ
ヤ
ブ
サ
や
鷹
に
襲
わ
れ
る
鳩
も
い
て
、

す
べ
て
が
帰
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
距
離
レ
ー
ス
や
悪
天
候
で
は
帰
還

率
が
落
ち
ま
す
。

済
州
島
～
東
京
間
の
レ
ー
ス
で
は
21

日
目
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

千
羽
を
超
え
る
鳩
が
一
斉
に
翔
ば
た

沼
津
に
来
て
み
て

鳩
レ
ー
ス
の
楽
し
さ
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き
飛
び
立
つ
光
景
は
壮
観
で
す
。

本
能
と
は
い
え
、
懸
命
に
鳩
舎
を
目

指
し
て
大
空
を
飛
ぶ
姿
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
楽
し
さ
や
、
手
塩
に
か
け
た
鳩
が
帰

っ
て
き
た
と
き
の
喜
び
は
愛
鳩
家
だ
け

の
醍
醐
味
で
す
。
無
事
に
帰
巣
し
た
鳩

は
一
層
愛
お
し
く
感
じ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
春

の
レ
ー
ス
の
い
く
つ
か
が
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
市
内
に
鳩
舎
を

自
作
し
、知
人
か
ら
譲
り
う
け
た
鳩
で
、

来
年
は
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

東
京
か
ら
沼
津
に
転
居
し
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
て
２
年
。
建
設
業
の
経
験
を

生
か
し
た
仕
事
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

鳩
の
ほ
か
に
、
ク
レ
ー
射
撃
、
ゴ
ル

フ
、
空
手
な
ど
長
年
楽
し
ん
で
き
た
趣

味
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
何
か
の
機

会
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
愛
鷹
東
）

三
澤　

幸
男

私
は
、
戦
後
に
農
家
の
三
代
目
と
し

て
生
ま
れ
た
。
当
時
の
愛
鷹
地
区
は
、

農
家
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ど
こ
の
家
で
も

茶
摘
み
や
田
植
え
の
農
繁
期
に
な
る
と

小
中
学
生
は
貴
重
な
労
働
力
と
し
て
農

作
業
を
手
伝
っ
た
。

日
本
経
済
が
高
度
成
長
期
を
迎
え
る

中
で
、
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
道
を
歩

み
、
40
年
の
勤
務
を
終
え
て
、
定
年
後
、

農
業
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
て
、
当
初
は
右
も
左
も
分
か
ら
な

い
新
参
者
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
野
菜
作

り
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
プ
ロ
の

方
た
ち
に
は
と
て
も
か
な
わ
な
い
。

ま
ず
、
本
屋
に
行
き
自
分
に
合
っ
た

本
を
購
入
し
、
そ
れ
を
テ
キ
ス
ト
に
活

用
し
た
。
本
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は

近
所
の
先
輩
た
ち
に
教
え
を
請
う
た
。

毎
年
、
経
験
を
重
ね
て
早
や
10
年
。

農
業
か
ら
実
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
。
農
業
は
毎
日
が
自
然
と
の
知
恵
比

べ
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
成
長
を
見
守

る
忍
耐
力
の
大
切
さ
や
情
熱
を
持
っ
て

取
り
組
む
喜
び
を
知
り
、ま
た
達
成
感
、

満
足
感
、
感
動
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き

た
。
私
の
第
二
の
人
生
は
、
農
業
を
通

し
て
豊
か
な
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

今
、
農
業
に
携
わ
り
な
が
ら
世
の
中

を
眺
め
て
見
る
と
心
配
な
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
農
地
の
荒
廃
化
で
あ
る
。
先

祖
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
の
美

し
い
「
農
」
の
風
景
が
失
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
が
食
料
自
給
率
の
低
下
と
い
う
大

き
な
課
題
に
繋
が
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
農
業
従
事
者

が
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大

き
な
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
て
き
た
農
に
取
り
組
む
素
晴
ら

し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
体
験
し
て

も
ら
い
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
些
細
な
こ
と
だ
が
大
切
だ
と
思
う
。

大
地
か
ら
生
命
を
育
み
、
自
然
の
恵

み
に
感
謝
し
て
生
活
を
楽
し
む
。
こ
れ

以
上
の
幸
せ
や
喜
び
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

同
じ
思
い
の
人
が
少
し
ず
つ
増
え
て

い
け
ば
、
日
本
の
農
業
も
明
る
い
方
向

へ
の
道
が
開
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

農
業
と
私

公益社団法人沼津市シルバー人材センター
〒410-0867 沼津市本字千本1910-206 千本プラザ内

入会説明会　8月17日、9月15日、10月15日・・・

女性会員大歓迎！地域が貴女を必要としています。

新規会員大募集！新規会員大募集！

入会の条件は、市内に在住する60歳以上で、健康で働く意欲があり、
センターの趣旨に賛同された方。

入会するには、月1回の入会説明会に出席が必要です。
事前に沼津市シルバー人材センター☎964－1153へお電話ください。

請負・委任のほか「シルバー派遣業務」もあります。
●事業所のほかの従業員と同様、発注者の指揮命令の下で就業します。
●業務中や通勤途上の災害で負傷した場合には、労災が適用されます。
●厚労省の定める最低賃金の適用を受けます。（静岡県では885円／時間）

●工場内軽作業
●加工・組み立て
●受付・一般事務
●商品管理・品出し
●レジ打ち・接客　他

人生100年時代、70歳ではまだまだ現役、

　　　余力があります。働くことを通じて

　　　生きがいの充実を図れる

シルバー人材センターの仲間になりませんか？

人生100年時代、70歳ではまだまだ現役、

　　　余力があります。働くことを通じて

　　　生きがいの充実を図れる

シルバー人材センターの仲間になりませんか？
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高
齢
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
を
恐
れ
て
外
出
や
活
動
を
控
え
す
ぎ

る
と
、動
か
な
い
こ
と
（
生
活
不
活
発
）

に
よ
り
心
身
や
脳
の
機
能
が
低
下
し
ま

す
。
運
動
や
食
事
な
ど
日
頃
か
ら
気
を

つ
け
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
日
常
的
な
運
動
で
足
腰
を
鍛
え
る

·
座
っ
て
い
る
時
間
を
減
ら
す
。

·
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
足
ふ
み
や
関
節

の
曲
げ
伸
ば
し
、ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
。

·
天
気
の
良
い
日
は
散
歩
を
楽
し
む
。

②
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事
で
栄
養
補
給

·
肉
と
魚
で
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
る
。

·
三
食
欠
か
さ
ず
、
し
っ
か
り
食
べ
て

栄
養
と
免
疫
力
を
つ
け
る
。

·
口
腔
ケ
ア
で
嚥
下
力
低
下
を
防
ぐ

·
毎
食
後
、
寝
る
前
は
必
ず
歯
磨
き
。

·
清
潔
な
口
は
感
染
症
を
予
防
す
る
。

·
会
話
は
口
の
周
り
の
筋
力
ア
ッ
プ
に
。

③
孤
独
を
防
ぎ　

社
会
性
を
保
つ

·
日
頃
の
お
付
き
合
い
を
大
切
に
。

·
電
話
や
お
し
ゃ
べ
り
で
情
報
交
換
。

·
家
族
や
近
所
と
の
交
流
、
困
っ
た
と

き
に
は
相
談
と
助
け
合
い
。

ス
ル
ガ
銀
行
㈱
沼
津
セ
ン
ト
ラ
ル
支
店

沼
津
商
工
会
議
所

沼
津
市
自
治
会
連
合
会

沼
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

沼
津
市
商
工
会

大
岡
建
設
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
フ
ジ
イ

静
岡
県
市
町
村
職
員
年
金
者
連
盟
沼
津
支
部

沼
津
市
水
道
部

伊
藤
塗
料
株
式
会
社

株
式
会
社
富
士
根
産
業

株
式
会
社
ケ
ー
オ
ー
商
会

沼
津
信
用
金
庫

静
岡
発
条
有
限
会
社

沼
津
市
立
病
院

み
ど
り
美
術
印
刷
株
式
会
社

株
式
会
社
松
井
農
機
製
作
所

株
式
会
社
黎
明
社

有
限
会
社
湯
原
自
動
車
工
業

伊
豆
箱
根
タ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ

東
邦
印
刷
包
装
株
式
会
社

静
鉄
保
険
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

会
員
の
岩
崎
さ
か
ゑ
（
大
平
）、
古

原
美
枝
子
（
今
沢
）、樋
口
絹
代
（
門
池
）

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
手
作
り

布
マ
ス
ク
」
を
、
会
員
や
希
望
者
に
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
長
寿
３
つ
の
柱

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

１ 第一地区 ①長澤香代子　①牧野ゆきゑ
３ 第三東地区 ①後藤　和子
４ 第三西・我入道地区       
 ①古屋　秀樹　②長谷川純夫
 ⑤鈴木　正俊
５ 第四地区 ②中野　　宏
６ 第五地区 ④成島　理恵
７ 開北地区 ④栗原　　守
９ 片浜西地区 ②秋山　義廣　③金子　洋義
10 今沢地区 ②杉本　健次　③岩本　和男
11 門池地区 ①工藤　昭義　③永島　良剛
13 金岡西地区 ①後藤　　修　①須藤　　守
 ②鎌田　昌子
14 金岡北地区 ②杉山　高明　③渡邊　和子
 ⑤青木　潤子
15 大岡中地区 ①渡邉　　仁　④笹原　直由
16 大岡南地区 ①岩﨑喜代子　④内田　暉吉
 ④山田　善啓
17 大岡西地区 ②池田　雅代　②惟村　信義
18 愛鷹東地区 ④髙田　育子
19 愛鷹西地区 ①石川　達司　①臼井　孝二
21 三浦地区 ②野村　　弘　③相磯　泰吉
 ③佐藤　武彦　③中田　　勝
22 原東地区 ②中嶋　正雄　⑤小池　章郎
 ⑤福田　幹治
23 原西地区 ④黒沼　安子　④坂倉　久男
 ④露木　惠子
24 浮島地区 ①川口　暁夫
25 戸田地区 ②宮下キミエ

新会員の紹介（入会〜６月15日まで）
（○の番号は班番号）

出典：東京大学高齢社会総合研究機構
「フレイルを予防して健康寿命をのばしましょう」

セ
ン
タ
ー
事
業
を
支
援

い
た
だ
い
て
い
る
賛
助
会
員
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